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大和市市民活動推進補助金 応募用紙 

２００６年５月２６日 

大和市長 あて 

                            申請者  住 所 大和市下鶴間１５３５－２４ 

   団体名及び代表者名（個人の場合は氏名）            

     「食のアトリエ」 代表 竹川竹代                

次のとおり応募します。 

１．申請内容 

（１）補助金の区分 
（どちらかを○で囲んでください） 

１．めばえ    ②．はぐくみ 

（２）事業の名称  「食事が楽しくなる Recipe 集 ２」  

（３）希望する補助金 

   の額 

１６０,０００ 円 
 

【上限額：めばえ 50,000 円 上限額：はぐくみ 200,000 円】

 

２．市民活動推進補助金で実施したい事業内容 

（１）事業期間 H１８年 ６ 月 １日  ～  H19 年 ３ 月 ３１日 

活動場所     ■主に大和市内 □その他（       ） 

拠点となる場所 ■大和市内 □その他（      ） □無し 
（２）事業の実施体制 

 
実施したい事業の活動場

所、活動の拠点、その他事

業に協力される人、団体を

記載してください。 

（実際に事業に携わる人、協力団体など） 

農家､農政課、栄養士、食生活改善推進委員、JA さがみ 

 

（３）事業の目的 
 
補助金で実施したい、事業

の目的を具体的に記載し

てください。 

地場野菜をテーマにした冊子「食事が楽しくなる Recipe 集 ２」の作成・料理

会により、大和の農家と消費者の交流を図る。 

生産者の顔が見える食材を使い、心の通う食卓となるよう市民に提案する。

子どもの野菜嫌いをなくし、地産地消を推進したい。 

（４）事業の内容 
 

補助金で実施したい、事業

対象者 ■主に大和市民 □その他（          ） 
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内容について 

●なぜ、この事業を実施し

たいのか？ 

●どんな課題を改善する

ために事業を実施したい

のか？ 

などをふまえ、具体的に事

業内容を記載してくださ

い。 

さらに、事業の先駆性、発

展性、新しいアイデア・工

夫などもわかりやすく、記

載してください。 

 

 

 

※「はぐくみ」申請の場合 

  これまでの活動をどう

充実、発展させていくの

かがわかるように記載

してください。 

(事業実施の意欲・課題改善・具体的な事業内容) 

 17 年 度 「めばえ」による講 演 会 を実 施 して見 えてきた課 題 を解 決 する

ため「食 事 が楽 しくなる Recipe 集 ２」を作 成 する。大 和 市 の市 民 が生

活 に生 かせる”食 “の情 報 を提 供 し、さらに、子 どもの未 来 へつなぐ”食 ”

を考 える大 人 を地 域 に拡 げたい。 

 

17 年 度 の講 演 会 を実 施 する前 に、子 育 て中 （0 才 ～9 才 ）の保 護 者

にアンケートをとったところ、「悩 みベスト５」は、以 下 のようでした。 

① メニューがワンパターンになってしまう 

② 栄 養 バランスがとれているかわからない 

③ “ばっかり食 べ”でよく噛 まない 

④ 子 どもが食 事 に関 心 がない 

⑤ 朝 食 を食 べない 

 

 講 演 会 の中 で大 村 直 己 先 生 は、その課 題 解 決 として 

①食 卓 のデザイン･･･日 本 の食 の文 法 「ごはんと１汁 ２菜 」など 

②地 産 地 消 ･旬 産 旬 消 （食 文 化 、食 料 自 給 率 、環 境 などの点 からも）

③食 べ物 への感 謝 の気 持 ち（「頂 きます」の心 ） 

④食 を通 して育 む“生 きる力 ” 

などを伝 えていました。 

 

そこで、大 和 市 の”食 育 “の観 点 からどういった活 動 ができるのかを考 え

てみました。 

① 大 和 市 の農 業 を知 る・・・・農 家 や直 売 所 、農 政 課 へのききとり 

② 地 場 野 菜 を使 った料 理 のレシピつくり････収 穫 体 験 をして、料 理 会

を行 うなど 

③ 生 活 にすぐ役 立 つ”食 の知 恵 “を伝 える 

・・・・「栄 養 バランス」「食 卓 のデザイン」など

地産地消を考え、生産者の顔がみえる内容のレシピ集を、子育て中の保護者や市

民に配布し、食を考える大人を拡げ、生き生きと生活できる大和市につなげたい。

そのために児童育成課や農政課などの協力を得て、より多くの市民にＲｅｃｉｐｅ集２

が配布できるよう活動します。 

 

（５）スケジュール 

 
事業実施の具体的なスケ

ジュールを記載してくだ

さい。 

 

調査･ききとり  ･････２０回くらい 

学習など    ･････栄養士の方々や他団体との交流 

             食に関する学習会や研修会への参加 

料理会     ・････地場野菜体験料理会（8 月下旬、11 月） 

                 アレルゲン除去ケーキ（2 月） 

レシピ集編集作業････通年 
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（７）事業の効果 
 

事業を実施することで、誰

に、地域に、どのような効

果があるのか、具体的に記

載してください。 

大和市民に旬の地場野菜の情報を提供し、料理法を知らせる。そこから大和

の農業への関心を高めることができる。 

子どもたちに食卓のぼる野菜がどのように作られているのか、生産現場への興味

をもたせ、心から「ごちそうさま」のいえる食卓がふえる。 

野菜嫌いをなくす効果がある。 

 

３．市民活動推進補助金で実施したい事業の収支予算等 

（１）事業収支予算  ※収入には今回の市民活動推進補助金(補助希望額)を入れてください 

項目 内容 金額(円) 

市民活動推進補助金 はぐくみ １６０,０００

料理会参加費 800 円×15 人×3 企画 ３６,０００

保育費 500 円×5 人×2 企画 ５,０００

  

  

【事
業
に
必
要
な
資
金
】 

① 

収 
 

 
 

入 
収 入 合 計 （Ａ） ２０１,０００ 

項目 内容 金額(円) 

料理会経費 材料費･講師や保育者謝礼･会場費 ４１,０００

印刷製本代 ２000 部 １５６,０００

消耗品費 チラシ･資料の紙代、印刷費など ４,０００

  

  

  

  

【事
業
に
使
い
た
い
お
金
】 

② 

支 
 

 
 
 

出 

支 出 合 計（Ｂ） ２０１,０００

③収支差額 （Ａ）－（Ｂ） ０
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（２）無償分の積算内訳（金額換算） 

※ ボランティアなど無償で提供された労力などを事業費に算入する場合は積算内訳を記入してください。 

項目 内容 金額(円) 

調査・研修費 人件費（1h500 円として１２０ｈ）、研修参加費 ７０,０００

編集･制作費 レシピ集編集（1h500 円として６０ｈ） ３０,０００

通信費 電話代など ４,０００

交通費 1 回 1000 円×１５回 １５,０００

積

算

内

訳 

無償分合計（Ｃ） １１９,０００

 

（３）事業に要する経費合計 

 事業に要する経費合計 （Ｂ）＋（Ｃ）＝    ３２０,０００  円 【アミカケ部分の金額の合計】 

 

４．添付書類 

（１）添付書類 

■ 活動実績書類 

■ 直近の収支決算書 

■ 団体の定款又は規約 及び役員名簿 

■ 「食事が楽しくなる Recipe 集１」 

※１ 会報やちらし、報告書、新聞記事の写し等活動実績のわかる資料を添付してください。資料はＡ４の大き 

    さにそろえてください。 

※２ 「めばえ」で、これから活動をはじめる予定の場合は、記入及び活動実績書類の添付は不要です。 

 

５．第７次総合計画上の体系 

個別目標 

１－２－２ 次代を担う子どもたち

の生きる力を育む 

１－６－２ 自然と調和した快適な

都市空間をつくる 

目標が達成された姿 

（１）第７次総合計画上

    の体系 

 
補助金の事業が、第７次総

合計画の基本計画でどの

体 系 に 属 す る の か ○ を

し、個別目標・達成された

姿を記入してください 

 

 

【基本計画１ まちづくり編】 

 

１－２ 子どもが健やかに育つまちをつくる 

１－６ 次世代へ引き継げるまちをつくる 

・ 子どもの健康と安全がたも

たれている。 

・ 都市の農地が適正に保全

活用されている 

 


